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【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号 ◆D-19-1-1 

事業名  地盤沈下に伴う雨水排水対策計画策定事業 

事業費  総額 21,180千円（うち国費 16,944千円） 

（内訳: 委託費 21,180千円） 

事業期間 平成 25年度～平成 26年度 

事業目的 

 千葉県香取市は、東日本大震災で地盤の液状化と沈下による著しい被害を受けた。とく

に佐原処理区内の北部第６排水区では、地域全体に液状化と著しい地盤沈下が発生し、元

の地盤高から 20cm 以上、最大で 40 ㎝程度まで沈下している。その結果、北部第６排水

区内の雨水排水が困難となり、30mm/h を超える降雨で浸水被害が発生するようになった。 

 この対策として、５年確率降雨強度の全国的な一般値である 50.0mm/h の回復をめざす

事業を検討するため本地域の詳細な調査と各種対策案の比較検討を行う「地盤沈下に伴う

雨水排水対策計画策定事業」を行うものである。 

 

事業地区 

 香取市佐原地区 

 

事業結果 

・平成25年度に香取市公共下水道に係る雨水排水対策計画設計業務を委託 

雨水排水対策計画の作成にあたり、北部第６排水区の地盤高調査、降雨時の雨水排

水能力調査、浸水シミュレーションを実施し主な浸水原因を把握するとともに、当該

排水区域における排水方法の検討を行い、浸水被害を未然に防ぐための計画を策定し

た。 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の実績に関する評価 

① 事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

香取市公共下水道に係る雨水排水対策計画設計業務委託において、基礎調査及び雨水

管理計画、氾濫解析を行ったことで、主な浸水原因を把握し、対策施設の比較検討を進

めることが出来た。 

国道 356号 

既設ｹﾞｰﾄ付ﾎﾟﾝﾌﾟ脇に

新たに排水機場を整備 

道路冠水発生区域 

香取市役所 
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② コストに関する調査・分析・評価 

  基礎調査において、主な浸水原因を把握しポンプ施設等の工法に関する比較検討を行

ったことにより、工事費を削減出来た。 

 

③ 事業手法に関する調査・分析・評価 

 

  25年度 26 年度  

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

雨水排水 

対策計画 

調査 

計画策定 

              

氾濫解析 調査 

シュミレー

ション等 

              

下水道法 

事業計画 

計画策定 

同意決定 

              

 

  本業務は著しい被害を受けた北部第６排水区における道路冠水等の浸水被害を最小

限に抑えるために雨水排水対策計画を作成したものであり、事業期間については、地盤

高調査、降雨時の雨水排水能力調査、浸水シミュレーションの実施などで約 8カ月、そ

の結果を反映した下水道法事業計画の作成、変更協議申請を行い同意をうけるのに約 5

か月の期間を要した。今まで経験のない事業で、期間の想定が難しく事業期間を経過す

ることも想定されたが、想定した事業期間どおり進めることができた。 

地盤沈下に伴う雨水排水対策計画の策定は、当市の事業内容を熟知し豊富な経験とノ

ウハウを有した事業者と委託協定をしたことにより、最適な計画策定を行うことがで

き、関係機関との協議調整などを円滑に実施できたことにより事業期間を超過すること

なく実施することができた。 

 

 

事業担当部局 

建設水道部下水道課 電話番号：0478-54-3521 

 

 

 

 


